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　今年は巳年である．安珍のかくれてみる釣鐘を清姫の蛇がしめつけた様
に，地球はじわじわεしめつけられてゆく．堅い皮が縮めばひN“がいくよ
り仕方がない．ひS’からは火が噴き出す．噴いてはちS“み，止んではちS“
む．そのうちに潰れても餓の出ない塊になってしまう．それ迄には入類の
壽命は終ってみるに違いない．さうにかして防げないものか一．
　自然ε人生．これには二つの見方がある．入生を圭Eしたもの，自然を
主εしたもの，我々が望遠鏡を覗いて星を見k時には，自然から人生を見
る．間違いかも知れないが，入生を十字の蜘蛛糸ほさにも思はない．が，
仰いで星室を見た時，そこに人生の偉大さを痛感する．
　文化八年頃の俳人一茶の句に，
　　　入並や芒もさわぐはNき星
Sいふのがある．前書きには「七月二十六日こNより北方七星の邊りに稻
つかねたらんやうなる星獲る．老人豊秋のしるしミいふ」ミある．文化八
年は西暦千八百十一年である．
　文政二年（千八百十九年）には多分月蝕の句がある．
　　　　月蝕調弁雛警茗灘湛
　　　入撒は月より先へ鋏にけり
　　　入の世は月もなやませ給ひけり
　　　潜上に月の峡るを目利かな
　　　酒壷きてしんの坐につく月見かな
この句の前には，「十五夜は高井野梨本氏にありて」の題書のもミに月見の
句が一句ある．昔から月見は八月十五日に決ってみる．だから月蝕は八月
十六日にあっナこのだε思はれる．亥は午後十時，子は午前零時，丑は午前
二時である．各々の間隔は二時である，その一時を四刻に分つ，但し季節
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で多少達ひはするが．ついでに月見の句を一つ，
　　　名月や女だてらの頬かむり
　以來，明治大正ミ進んで，我々が會員になった頃より，こN：三年の普
及はすさまじいものがある．勿論，山本先生始め幹部諸学生方の御書力の
賜である・以前はさうだつtらう，星を見てみれば「蓮勢判断手の筋い一」
ざ夕暗に叫んでみる横丁の先生ミ間違へられてるた．それほさでなくEも，
星を見て何になるε人は笑ふ，自分がかって黒鮎観望を公開しkこεがあ
る．漸く，黒鮎がやかましく新聞等に書き立てられだした頃だつたので一
時は望遠鏡の前に行列を作つfc．爺さんε婆さん，杖をつくほさでもない
が女の子を抱き上げて「これお君や，見えるかへ………誠にさうもハイ，
有難うございました先生様，日輪檬の黒子を生れて初めて拝みましナこ．有
難いこごでございます，子や孫の代までの残りになります，ハ弘」笑はふ
ε思っても笑へないでせう，皆さん．
　所が今日は進んだものである，が，目的はまだまだ違い．大都の大新聞
さへ，以前程ではないが，記事が出てみるε一つ二つさこか間違ってみる．
丁抹に於て彗星二見，南阿E丁抹を間違へてるるのだ．コペンハーゲンか
ら電報がきたからだらう．が，記事も多くなつkし内容も正しくなつナこ．
而し地方は叉聞きだから實に出たらめである．書くものは遊星ε惑星は別
箇のものだミ思ってみる．思はす吹出される．これが一般人の頭には入る
のだ．feまったものでない．そこで吾々「天界生」の責任は重い．
近來種々の爲眞機が流行する，むろん爲眞徳が護達したからである，東
大二二研究所の栖原博士が護明しt高速度爲眞機は憾秒二萬枚の丁丁が撮
れる．あの目に見えないプロペラが，水のきれナこ時の水車のようにグルリ
グルリミ廻る．これを逆にしナこ爲眞も撮れる．だから月や遊星等の一年間
の蓮行が二三十分ですんでしもうに違いない．彗星なさ見てみるうちに現
れて濡へるだらう．全天が撮れる様になれば怪物のようなツアaスのプラ
ネタリウムは不用になる．前者高速度爲眞をあちらではSlow　movieεい
ひ，後者をFast　mOvゴeミいふ，映爲速度をいふからである．
　入は誰れしも偉くならうミする，偉くなるには相手を打ち敗かさなけれ
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ばならない．人生は雫闘である．昔は群S群が雫つた，その前には人ミ人S
が雫つteに違いない．…欠には城ミ城εが，次には國E國，逡に國家ε國家
ミが雫つずこ，現今がそうである．これを引延ばすε其の次には洲ε洲この
雫ひになる，現今其の兆がある．次にはさ・うなる．近い所で火星が相手だ．
月は家來である．地球の行く方についてくるから問題にならない．所が火
星は大敵である，じつざしてみれば地球を攻め取りに來るかも知れない，
　宇宙は新陳代謝をする．古生代に驚くべき隆盛を極めナこものが中生代に
は亡んでみる．さしもに地球を我が物顔にしナこであらう爬虫類も現代はみ
じめなものである．亡んだものの中からでも弱れtものは生残ってみる．
人類も高等なものが生存禮をもつ．火星は地球よりもつつεさめてみる．
つまり新生代の次の次の代位である．だから，自然は脱線がきらいだεす
るミ，地球の生物が例外でない以上，順當に進んで火星にも哺乳類が護達
したεしても差支へあるまい，するε，火星の人類は隆盛を極めてしまっ
て現在みるにしても極く少藪に違いない．文化は極度に獲達してみても．
が，しかし，吹のX類が現れて，より秀れたものだっナこら？　まだ地球を
攻めにこないから大しナこものはみないミ見ていS．星そのものも亡びっN
あるのだから．それで，地球が攻めてゆくε亡びつxあるものは敗けるに
決ってみる．敗かして見た所でこっちもやがて亡んでゆく．まつ百年や千
年の話でないから御心配に及ばない．だが人類は永久に榮えたいものだ．
　冬の夜室はきれいである．英雄オリオンの光が美しい．研ぎすました鎌
のやうな月が枯木の枝にかNつてみる．寂ミして一品もない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九二九，一）
　　　　　　　　　　　お　知　　ち　せ
　今後，當支部例會は第二土曜日の夕食後早々（6時30分）ミ定めますから，
左様御承知を願ひます．
　　　　　　　　　　　　　　天文同好イ～紳戸支部幹事　　改獲壁上
